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歌曲《ポンチポンチの皿廻し》は、 4分の 1 拍子で開始され、小節線は点線で示されている。






ているものの、伴奏の音は少なく、拍子は 4 分の 4 、 4 分の 6 、 4 分の 7 …とめまぐるしく変
化し、歌というよりも朗唱である。以上のように、この曲は諧謔性を持つ詩につけられ、朗唱
の部分が多く、モダニズムの音楽を指向していることがわかる。
大日本作曲家協会懸賞作曲の 2 等第 1席に当選したピアノと唄とクラリネットのための《 2















































































































































































付記：本研究は JSPS 科研費(課題番号16K04719 代表者：佐野仁美)より助成を受けている。
注
( 1 ) これらの作品は池辺晋一郎の補筆・校訂の楽譜により2004(平成16)年に演奏され、⽝幸田延 2つの
ヴァイオリン・ソナタ⽞(全音楽譜出版社、2006年)として出版されている。
( 2 ) その他、数少ない戦前の日本人女性作曲家には、《はとぽっぽ》などの童謡の作曲で有名な東くめ
(1877-1969)、《ソナタ》《ワルツ》などのピアノ作品も作曲した松島ኞが挙げられる。

















( 6 ) この点の詳細については、拙著⽝ドビュッシーに魅せられた日本人ᴷフランス印象派音楽と近代日
本⽞(昭和堂、2010年)を参照されたい。
( 7 ) 吉田隆子の伝記部分は、クリティーク80編⽝現代日本の作曲家 2 吉田隆子⽞(前掲書)、辻浩美
⽝作曲家・吉田隆子 書いて、恋して、闊歩して⽞(前掲書)の記述に多くを拠っている。
( 8 ) 辻浩美、前掲書、23頁。
( 9 ) 吉田隆子⽛過ぎし日より⽜⽝音楽之友⽞第 5巻第 4号、1947年 6 月号、25頁。なお、この演奏会は、





(12) 橋本国彦⽛創作進展の爲めに⽜⽝音楽世界⽞第 6巻第 1号、1934年、31頁。
(13) 菅原明朗⽛創作進展の爲めに⽜⽝音楽世界⽞第 6巻第 1号、1934年、27-28頁。
(14) 1931(昭和 6 )年11月14日に日比谷公会堂で行われた東京音楽学校邦楽演奏会において、橋本国彦編
曲の和洋両楽器を併用した長唄新曲《ḓ》が演奏され、それについての音楽評論家牛山充、町田嘉章ら
による批判は、⽛長唄新曲⽛ḓ⽜問題批判⽜(⽝音楽世界⽞第 4 巻第 1 号、1932年、39-49頁)に掲載され
ている。





(19) 吉田たか子⽛私の眞實⽜⽝音楽俱楽部⽞第 3巻第 9号、1936年、51-52頁。
(20) 吉田隆子⽝音楽の探求⽞前掲書、6-7頁。
(21) 阪隆⽛第四回 P・M音樂會を通じて、プロレタリア音樂運動への一私見。 ᴷᴷ 或は、一音樂學生の
靑年音樂家に贈る言葉。 ᴷᴷ ⽜⽝音楽世界⽞第 4巻第 5号、1932年、71頁。
(22) 高杉伸⽛プロレタリア音樂の今日 ᴷᴷ 戰鬪的音樂論(四) ᴷᴷ ⽜⽝音楽世界⽞第 4巻第 1号、1932年、
88-90頁。





(27) 吉田たか子⽛音樂の主題性について⽜⽝音楽世界⽞第 8巻第 7号、1936年、25-29頁。
吉田隆子の昭和初期における創作活動
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